	第12回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：清水・村田

	講義内容：認知症のケアについて　　　　　　　　　　　　　　講師：杉澤　八重子

	日　　時：平成20年1月21日（１日間）　17：30～18：30

	場　　所：南山苑４Ｆ　苑長室

	内　　容：①認知症とは？

　　　　　②認知症の症状

　　　　　③対応（ケア）方法

　　　　　④皆さんの質問に答える

※パワーポイント参照

　　　　　　　　　総参加者　27名（参加率39％）
　　　　　　　　アンケート提出者　　27名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･　21名

· 楽しかった･･･　　2名

· 難しかった･･･　　7名

· つまらなかった･･･3名

· 無回答･･･　　　　0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 依存は行動障害に入らないという事。

· 認知症の方に対してのケアをもう一度よく考える事が出来た事。

· 行動障害、記憶障害等の利用者様に対するケアが、自分がしていた事以外にも発見出来た事。

· 日頃のケアの仕方を再認識出来た事。

· 認知症高齢者の対応で、認知症は病気であり正しい介護で病状が改善出来る事を確信出来た事。

· 認知症の原因、症状、ケアの仕方。

· 個人の質問に一つ一つ答えてくれたので、分かりやすく、今後の参考になった事。

· パーソンフッドという言葉と意味を知る事が出来た事。

· 認知症の方の行動が理解出来た事。

· 記憶の3つの種類と、失語、失行、失認、行動障害の4つの観察事項。

· 個人のそれまでの生活背景を知る事が大切だと感じた。

· 各認知症の症状を知る事が出来た事。

· 客観的現実ではなく、主観的内容に目を向ける事が大事であるという事と、指示ではなく、支持するという事。

· 説得ではなく、納得してもらうという意識が大事であるという事。

· 徘徊や暴力にも理由があるという事。

3． 質問したいこと

· 入浴を拒否している方へはどのように対応すれば良いのか？

· 暴言、暴力行為がある方への対応の仕方。

４．今後のテーマの希望

· ノロウイルス対策（予防、対応、処置法）

５．感想等

· 利用者様の訴えに対して、少し慣れが生じてきているのかなあと感じさせられました。利用者様の背景にあるものを含めて理解していこうと思います。

· 「認知症高齢者の人権の代弁者である」等、介護をする上で大切な事を再認識出来る研修でした。今後の仕事に活かしていこうと思います。

· 利用者様の生活背景や歴史等を読みとっていく必要もあると思いました。

· まだまだ学ばないといけない事がたくさんあるけれど、個々の利用者様にあったケアが出来るように頑張りたいと思います。

· 人対人の仕事はいろんな事例があるので難しいと思います。認知症のケアもいろいろな対応の仕方がある事が分かりました。

· 認知症について再認識出来ました。対応についてはより丹念に考えていきたいです。

· 拒否がある利用者様への対応は、普段業務をしていても苦戦している為、自分でももっと色々対応の仕方を考えていかなくてはいけないと思いました。

· その方を良く知り、関わっていく事が大切なのだと思いました。

· 認知症の様々な症状に対しては、よくその方を観察し、アセスメントをして、関わっていく事が大切だと感じました。

· 認知症の利用者様に対するケアは、一筋縄ではいかないので、他スタッフの方の対応を良く見て勉強したり、協力できれば良いと思いました。

· その方はどういった生活を送ってきたのか等、その方を知る事が大事なのだなあと思いました。

· 認知症ケアとは、色々な種類や対応方法があったり、自分でももっと良く考え、対応方法を新たに見つけていかなければならないなあと思いました。

· 認知症の方への対応、仕方、症状等が分かって良かったです。

· 実際、ケアをする立場にいると、どうしていいのかわからなくなる事が多く、その方の観察と理解がもっと必要だと思いました。

· 認知症が病気であると再認識しました。利用者様も10人10色なので、性格に合わせた対応を考えれば良いのかなあと思いました。

６．今回の研修の反省点と今後の対策

　　今回の研修は、認知症の方のケア方法についてと言う事で、認知症高齢者の方と関わっている私達にとって、良い勉強会だったと思います。アンケートにもあったように、難しかったという意見も聞かれており、なかには、認知症に対する理解、意識をもっと中心に考えられるような勉強会をして欲しいという意見や、プラン等への活かし方を検討したほうが良いという意見も聞かれていました。スタッフが毎日仕事をしながら、利用者様の対応の仕方に日々苦戦し、悩んでいる課題だと思いますので、研修中も難しい内容でしたが、スタッフが真剣に聞いており、良かったと思います。また、最後の質問は、事前に講師からの依頼でスタッフから日々仕事をしている上で、悩んでいたり、疑問に思っている事を聞き、それに対しての回答が今回の勉強会で聞けた事で、これからの仕事に活かせる事が出来るのではないかと思います。この、事前にスタッフから、質問を聞く仕組みは周囲が興味を持って聞く事が出来、また、他のスタッフも自分と同じ疑問を持っていると感じる事が出来た為、これからの研修にも取り入れていきたいと思います。
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